
【取組内容④】授業に対する成果や課題のカードを共有し、対話的・協働的に進める研修の工夫

熊本市立城東小学校リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-4

校内研修：互いの考えをリアルタイムで共有することで、一人一人が主体的に参加し、話し合う授業研究会

１ 授業研究会では、まず、「よかった点」「課題・改善点」を記入。それをリアルタイムで共有。
２ 上記の意見を踏まえながら、グループで成果や課題、今後の改善点を話し合う。その歳、事前
資料や授業の様子（写真）等も共有し、活用できるようにする。

３ グループで話し合った内容を出し合い、全体で共有。
４ 本時の授業（研究会）を踏まえ、自分の授業改善に何を、どういかしていくのかをまとめる。
それらをリアルタムで共有しながら話し合う。

事前資料・授業の様子等も共有 授業に対する個々の意見をリアルタイムで共有


